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毎年、両地区協議会で開催のメーデー集会は、新型コロナウイルス感染防止

のため中止となりました。第91回和歌山県メーデーの取り扱いについては、

「連合わかやま機関紙№180」において掲載しています。

労働者の祭典 メーデーは、1886年5月1日にアメリカのシカゴではじまり、

日本においても今年は100年という節目の年だっただけに、非常に残念です。

第９１回

メーデー田辺・西牟婁集会

新宮・東牟婁メーデー

の開催が中止となりました！

昨年の様子

メーデーとは、

5月1日のメーデー（May Day）は、古くからヨーロッパでは「夏の訪れを祝う日」とされ祝日とされてきました。

一方で、低賃金と長時間労働に苦しめられていた米国の労働者がゼネラルストライキ（全国的な規模で行われる労働争

議）を行ったのが1886年の5月1日で、彼らは翌年以降も5月1日にゼネストを実施。この動きが世界の労働組合に広まり、

1890年5月1日に第1回国際メーデーが多くの国で開催されました。これが今に続く「労働者の祭典」としてのメーデーの起源

となったのです。

日本では1920年5月2日に第1回メーデーが東京・上野公園で開かれました。 第二次世界大戦中は政府により開催が禁

止されましたが、戦後、労働組合の活動再開とともに再び開かれるようになり、日本の労働者の地位や労働条件の向上、

権利拡大をはじめ、人権・労働基本権の確立、民主主義の発展、恒久平和の希求に深く貢献し、その役割を果たしてきまし

た。現在のメーデーは、米国の労働者が労働条件の改善を訴えたその想いを受け継ぎつつ、働く仲間とお互いをねぎらい、

たたえ合いながら、家族や地域の皆さんにも楽しんでもらえる一大イベントとして世界中で愛されています。

平和・人権・環境を守り 公正で持続可能な社会をめざす

働く仲間の笑顔あふれる 未来をつくろう！



～ 県民の生活 ～ （和歌山県ＨＰより）

１．安全な生活・安全な外出を

５都道県への移動は慎重に（6/1～6/18）

２．密接はダメ ３密はもっとダメ

３．発熱等､体調が優れない場合､出勤･通学･外出を控え､クリニックを受診

４．新しいスタイルの働き方推進 在宅勤務(テレワーク)､時差出勤などを活用

新型コロナウイルス感染症！

一人ひとりが感染防止対策を！

～地方紙による周知をします～

紀南新聞社

熊野新聞社

紀伊民報

（地協の周知街頭啓発活動は行いません！）


